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　This study aims to clarify the differences in mid-career childcare workers’ views on their 
jobs according to their identity status. The Identity Status Scale (Kato, 1983) was used to 
assess 269 mid-career childcare workers, and a text mining analysis showed that their 
identity status reflected the differences in their perceptions of their jobs. For example, for the 
achievement, positive words such as “doing one’s best” and “efforts” were mentioned. On 
the other hand, for the diffusion, words regarding aptitude were mentioned, such as “it is 
suitable.” The differences in mid-career childcare workers’ perspectives on their jobs are 
also thought to influence them in the second half of their adulthood.










































































































































































































中 堅 保 育 者 n=269 17.49（3.19） 17.08（3.22） 15.99（2.63）
志 望 学 生 n=312 16.73（3.64） 16.69（3.19） 16.41（2.75）
現 職 保 育 者 n=266 17.62（3.14） 16.12（2.92） 16.05（2.26）
  注）志望学生，現職保育者は西山（2006）から引用。　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は標準偏差
表２　各群の同一性地位の人数分布
A達成 AF中間 F権威受容 Mモラトリアム DM中間 D拡散
中堅保育者 29（10.8） 27（10.0） 12（ 4.5） 11（ 4.1） 180（66.9） 10（ 3.7）
志 望 学 生 19（ 6.1） 37（11.9） 17（ 5.4） 20（ 6.4） 200（64.1） 19（ 6.1）















































抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
仕事 270 好き 46 関係 26 復帰 20
子ども 257 毎日 46 周り 26 本当に 20
保育 205 職場 45 楽しむ 25 いつ 19
出来る 194 両立 45 気持ち 25 常に 19
自分 174 日々 44 年 25 同士 18
楽しい 146 考える 42 分かる 25 理解 18
感じる 130 時間 41 子 24 一番 17
多い 107 園 40 子育て 24 気 17
大変 101 クラス 39 保育所 24 自身 17
保育士 85 学ぶ 39 少し 23 出る 17
人 84 笑顔 39 恵まれる 22 職業 17
難しい 78 勉強 39 持つ 22 心掛ける 17
続ける 73 いろいろ 38 辞める 22 同僚 17
今 64 社会 37 増える 22 不安 17
人間関係 64 関わる 35 必要 22 一生懸命 16
たくさん 62 責任 35 様々 22 努力 16
成長 62 経験 34 立場 22 違う 15
保護者 60 変わる 34 環境 21 公立 15
悩む 59 先輩 32 関わり 21 特に 15
大切 56 過ごす 30 指導 21 幼稚園 15
働く 53 家庭 28 他 21 一緒 14
先生 52 後輩 28 給料 20 慣れる 14
頑張る 50 生活 28 結婚 20 言う 14
充実 48 見る 27 深い 20 職 14




















































































































A達成 F権威受容 Mモラトリアム D拡散
子ども .069 難しい .048 両立 .038 保育 .051
保育 .068 職員 .045 自分 .037 向く .036
感じる .045 仕事 .045 保育士 .036 出来る .036
職場 .039 楽しい .039 成長 .033 保育士 .032
先生 .038 出来る .036 今 .033 働く .032
毎日 .035 増える .032 面 .032 深い .032
頑張る .035 保育 .031 園 .032 環境 .031
今 .030 後輩 .031 努力 .028 自分 .030
園 .029 自分 .031 気 .028 クラス .027
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